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栃木農試研報癒18（1974）

メロン花粉の稔性生理並びに着果に及ぼす二三の要因について

高野邦治・川里

宏

　　　　1　緒　　　言

従来，着果安定上の見地から温室メ・ンにつ

いては雌雄ずいの機能に関して多くの報告があ

る。これらによると。メ・ン花粉は両性花にお

　　　　　　1，8．の

いても健全であり　　，花粉の発芽適温は25

10）

℃　，柱頭内での花粉管の伸長速度は1時間当

たり1．000μ程度で受粉後約24時間で受精

　Il）

する。また，花粉の発芽能力について開花前

　　　　　　　　　　　　　lo）

日の夜半には85％の発芽率を示す　などが明

らかにされているo

　一方，最近普及されてきたハウスメ・ンは無

加温ハウスで栽培されることが一般的であるの

で，早出し栽培をすると夜温の低下や昼夜温の

較差が増大するなど従来の温室メ・ンと異なっ

た条件下におかれる。したがって受粉期の適昼

・夜温，受粉の適時刻などを明らかにする必要

がある。ところで，着果に及ぽす要因について

　　　　　　　　3）　　5）

は，受粉期の昼温管理　，虫媒　や生長調節剤

　　7，15）　　　　　　　　　　　9

の利用　などについて検討されているか，着

果安定の基礎となるべき花粉の稔性についての

報告は少ない。

　そこで，従来の温室メ・ンについての知見が

品種系統的に異なるハウスメ・ンについてもそ

のまま適応できるかどうか確認する必要がある

ので，花粉の稔性及び着果に及ぽす要因につい

ていくつかの実験を行ったので報告する。

　　　皿　材料及ぴ方法

1、花粉の稔性生理

　実験1〜実験5の花粉の発芽試験は市販寒天

1％，市販上白糖15％，pH6。0の人工発芽床

を用い，実験1を除いて25℃下で1時間発芽

させた後にコットンブルーで染色して発芽率と

花粉管の長さを調査した。供試した花粉は5花

の雄花花粉を混合したものを用いた。花粉の発

芽率は，花粉管の長さが花粉の直径（約5μ）F

以上伸長したものを発芽とみなし，約1，000

粒の花粉について調査した。花粉管の伸長は平

均的な伸長を示す花粉20粒について測定した。

　実験1　花粉の発芽適温を明らかにするため，

1972年は2月まきのサンライズ，1975

年は2月まきのキングの花粉を用いて検討した。

処理温度は，1972年は10，15，15，

20℃，1975年は25，50，55，40，

45，50℃とした。人工発芽床はあらかじめ

所定の定温器に入れ，培地温を合わせてから試

験を行った。

　実験2受粉期の適夜温を明らかにするため，

1972年に2月まきのサンライズを供試して

検討した。雄花を開花前日の夕刻（17時）採

花し，それぞれ5，10，15，15，20℃

の温度の下で翌朝9時50分まで経過させ直ち

に花粉の発芽試験を行った。

　実験3　花粉の成熟及び稔性維持期間を明ら

かにするため，1972年はサンラィズ，19

75年はキングを供試しいづれも2月まきで検

討した。1972年は開花前日の16時から開

花当日の15時まで3時間ごとに，19ア5年
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